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内閣府 CSTI では第 6 期科学技術基本計画に向けた議論が日々進められている．特に近年では

EBPM（Evidence-based Policy Making，エビデンスに基づく政策立案），そして大学改革を中心と

した EBMgt（Evidence-based Management，エビデンスに基づくマネジメント）を元に研究力強化

のための様々な施策が打ち出され始めた．本講演では，基本計画の策定プロセスと重要施策，さ

らにはこれまで議論されてこなかった研究基盤イノベーション政策についても紹介する． 

 
科学技術基本計画の推移（出典：内閣府作成資料を筆者が改定） 
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